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1.は　じ　め　に

阪神淡路大震災では,数多くの建物が倒壊･大破し,梶

災した数多くの住民が避難所生活を強いられた.公民館,

学校,体育館などの文教施設がこれらの避難所に用いられ

ており,ある意味でこれらの文教施設が罷災者支援の核と

しての面目を果たしたと言える.しかしながら,全ての文

教施設が被災を免れたわけではない.地域コミュニティ,

学童の生活の場としての重要性を考えると,不幸にして被

災した文教施設の早期復旧が切に望まれる.

文部省では震災直後このような状況に鑑み,被災した文

教施設の復旧計画の早期策定のための調査･助言,今後の

耐震対策のあり方等について,日本建築学会に調査研究を

委託した.日本建築学会では,これを受けて急速,学校建

築委員会の下に耐震性能小委員会(主査:岡田恒男)を発

足し,具体的な調査の実施については, RC造被災度判定

WG (幹事:壁谷滞寿海),鉄骨造被災度判定wG (幹事

:大井謙一)を組織して,文部省大臣官房文教施設部の協

力の下にこれにあたった.東京大学生産技術研究所の建築

構造系教官も岡田恒男,高梨晃一の両教授をはじめとして,

中埜良昭,川口健一,大井謙一の各助教授が,建築構造の

専門家としての立場でこのミッションに参画した.本報告

は,主として鉄骨造被災度判定wGの活動結果をもとに,

体育館などの鉄骨造文教施設に関する調査の実施状況と調

査結果･今後の対策について紹介するものである. RC造

校舎の被害については文献2)等を参照されたい.

2.調査の実施と被害の概況

現地調査は平成7年3月上旬から中旬にかけて,表1に

示している各物件の担当wG委員によって行われた.調

査方法については,屋内運動場の被災度の判定に関しては,
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図1に示す｢屋内運動場等の大規模鉄骨造建築物の被災度

区分判定調査票｣を新しく作成し,これに記入することに

よって行うこととし,屋内運動場以外の物件については,

日本建築防災協会編の｢震災建築物等の被災度判定基準お

よび復旧技術指針(鉄骨造編)｣の判定調査票を使用した.

また,復旧計画立案のために｢屋内運動場等の耐震性能診

断基準｣を作成し,現地説明会(三田市で2月に開催)で

各自治体の施設担当者･構造技術者に説明した.

調査対象は,表1に示す文部省を通じて半壊の確認,復

旧の指導の依頼があった合計24件の鉄骨造文教施設である.

施設の用途別の内訳としては,体育鋸(校舎の一部の講

堂･体育スペースも含む)が11件,鉄骨造の教室棟,幼稚

園園舎などが10件,エレベータシャフトや既存･新築部分

の接続階段など施設に付属した部分の被害が3件である.

RC造施設の指導依頼件数が約240件であるのに比べると,

鉄骨造施設の件数は,その10分の1となっている.合棟数

は把握していないが,通常の公立学校には屋内運動場が設

置されていることを考慮すると,全般的に体育館の被害は

RC造校舎の被害に比較して少なかったと言えよう.復旧

後の耐震性能について簡単に評価できるものについては,

復旧方法の具体的なディテールについてのアドバイスも出

来る範囲内で行った.これらの物件別の調査結果の概要を

表1に示しているが,指導依頼のあった物件以外にも,近

辺の鉄骨造文教施設の視察ないし資料収集を行い,表1に

はそれらの物件の被害概要なども記している.

図3には,竣工年別の被災度件数を記しているが,昭和

37年から昭和48年にかけての比較的古い物件に被害がみら

れ指導依頼があったことが分かる.昭和57年以降は,施設

本体に付属する部分の被害のみであり,しかも軽微なもの

であった.この傾向に関しては,図4に示すように,体育

館と鉄骨造校舎で大きな差はない.
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表1鉄骨造文教施設の被害調査
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畠内運動場等大規模鉄骨達建築物の被災度区分判定調査票 

調査El時:年月日 

宅q査者: 

所属:でEL: 

1.建物概要 

1.1建物名称: 

1_2所在地: 

1ー3所有者:でEL: 

I.4管理者:TEL: 

1_5連絡者:でEL: 

1.6建物用途(軒当する項目に0を付ける) 

ィ.体育館ロ.公民蝶ハ.典会所こ.その他() 

1.7規模:地上階塔屋階地下階 

建策面積約-'X_⊥'--rJ延床面稗約m' 

1.8構造種別一一一(次ページに記入) 

1.9外装材(薮当する項目に0を付ける) 

ィ.モルタルロ.ALC版ハ.カ-テンウオ-ルニ.RC打放し 

ホ.金属板仕上げ-.その他() 

1.10姓居および連年変化 

建設年:年被災:午(被災内容:) 

補強:年改修:午 

構造体の劣化(餅当する項目および部分に0を付ける) 

ィ.腐食.錆はほとんど見られない.(S造部分.RC造部分) 

ロ.唐食.希がほとんどの缶材に見られる.(S迭部分.RC造部分) 

ハ.腐食.緒による断面欠損が多数の部材に見られる.(S遁部分.RC達部分) 

ニ.その他() 

2_訴重と評8(該当1る項目にレ印せ付ける) 

2.)沸遵甘地に印するiI萱と諌災庚区分 

可 �&��b�S遵帥分筆冊方向 �8��ZｨﾈXﾗ9_ｸﾏﾂ�RC遵部分 

日 被災度区 分 刄堰[-メン耕遵 (軸租トラス含む) �.ﾘ*�*(ﾖｹ���(狭間.桁行共通) 
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図1被災度区分判定調査票(体育館用)
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図2　物件種別と被災度
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図3　竣工年別(4年毎)被災度件数

3.被　害　事　例

以下に観察された被害事例について列挙する.

(1)体育館では,鉄骨屋根を支える鉄筋コンクリート造

の柱あるいは壁などの下部構造と鉄骨屋根との接続部分の

被害が目立ち,アンカーボルトの抜け出し,アンカーボル

トのせん断破断,アンカー部分の鉄筋コンクリートの亀裂,

剥離が生じた(写真1).
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写真1トラス梁支障部の亀裂(津名郡W中学)

写真2　鋼管筋かい接合部の破断(神戸市A学園)

写真3　山形鋼筋かいの破断(津名郡Ⅰ高校)

(2)体育館桁行方向の軸組筋かいの座屈,破断,筋かい

接合部の破壊が生じた.軸粗筋かい部材には,山型鋼,丸

鍋,鋼管などが使用されており,その接合法が十分でない

ものに破壊が生じた(写真2, 3).

(3)鉄骨柱の柱脚部におけるアンカーボルトの抜け出し,

ナットのゆるみが見られた.

(4)老朽化している軽量鉄骨造校舎では,雨水にさらさ
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写真4　柱梁溶接接合部の破断

(西宮市N専門学校,井上一朗　阪大助教授提供)

写真5　シェル梁の落下(西宮市KT小学校)

れている部分に,腐食による断面欠損などがあり,残留変

形の過大などの構造被害を助長した.

(5)ビル形式鉄骨造校舎の柱梁接合部における溶接が不

完全なため,溶接部の破壊が生じた(写真4).

(6)体育館の屋根に使用されたプレキャストコンクリー

ト製の偏平円筒シェル梁の落下による非常に危険な被害が

生じた(写真5).

(7)床の束立ての移動･転倒によって,床面の水平度が

失われているものがあった(写真6).

4.今後の耐震対策と研究課題

(1)接合部のディテールが不適切なため,部材の耐力が

十分に発揮される以前に,接合部分の破壊が生じている･

屋根の定着部,柱脚部,筋違接合部では,破壊性状を十分

に念頭に置いた設計法が望まれる.

(2)シェル梁の落下事故では,梁どうしの協同効果が′ト
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写真6　床の束立ての移動(津名郡T中学)

さいため,屋根面が一体となって抵抗できず,各個撃破的

に落下したと思われる.体育館などの大スパン構造では,

屋根の脱落など,もしそれが生ずれば大きな人的被害が発

生するような崩壊は避けるような設計法が必要である･

(3)避難所として用いられている体育館で余震による部

材落下の危険のあるものについて,移動を勧告した例もあ

る.被災後の迅速正確な応急危険度判定体制が望まれる･

(4)一見して被害が生じなかった体育館や鉄骨造校舎に

っいても,接合部を詳細に調べ,接合部周辺の亀裂の有無

を調査する必要がある.

(5)体育館の保有している強度,振動特性,被災度など

の関連を把握して,今後の耐震設計法･耐震診断法の改善

のための参考資料を作成する必要がある.耐震性能診断基

準の有効性について被災度との関連を調べ,必要な改善等

を行う必要がある.
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